
法
学
部
創
設
五
〇
周
年
、
大
学
院
法
学
研
究
科
創
設
四
〇
周

年
記
念
の
辞

本
学
が
所
属
す
る
獨
協
学
園
は
、
一
八
八
一
年
に
設
立
さ
れ
た
獨
逸
學
協
會
を
前
身
と
す

る
。
協
會
に
は
、
一
八
八
三
年
に
旧
制
の
中
等
教
育
機
関
で
あ
る
獨
逸
學
協
會
学
校
普
通
科

が
、
一
八
八
五
年
に
官
吏
養
成
を
目
的
と
し
て
専
修
科
が
設
置
さ
れ
る
。
専
修
科
で
は
、
ド

イ
ツ
の
法
律
・
政
治
・
経
済
が
教
授
さ
れ
、一
時
は
九
大
法
律
学
校
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
。

し
か
し
、
文
部
省
の
方
針
転
換
も
あ
っ
て
、
一
八
九
三
年
に
普
通
科
は
中
学
校
と
な
り
、

一
八
九
五
年
に
専
修
科
は
東
京
帝
国
大
学
独
法
科
に
移
管
さ
れ
て
し
ま
う
。
第
二
次
大
戦
後

の
一
九
四
七
年
、
獨
逸
學
協
會
は
独
協
学
園
に
、
獨
逸
學
協
會
中
學
校
は
独
協
中
学
校
に
名

称
変
更
さ
れ
る
が
、
学
園
が
高
等
教
育
を
行
う
大
学
を
持
つ
こ
と
は
、
関
係
者
の
い
わ
ば
悲

願
で
あ
っ
た
。

第
三
次
吉
田
内
閣
の
文
部
大
臣
（
一
九
五
〇
～
一
九
五
二
年
）
で
あ
っ
た
獨
逸
學
協
會
中

學
校
出
身
の
天
野
貞て

い

祐ゆ
う

が
一
九
五
二
年
に
校
長
に
就
任
す
る
こ
と
で
、
そ
の
実
現
へ
の
動
き

が
具
体
化
す
る
。
翌
一
九
五
三
年
の
学
制
改
革
を
機
に
、
学
園
は
獨
協
学
園
、
学
校
は
、
獨

協
中
学
校
・
高
等
学
校
へ
と
再
度
名
称
変
更
さ
れ
た
の
ち
、
一
九
六
二
年
に
大
学
設
置
準
備

＊

＊



委
員
会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
語
や
英
語
を
手
段
と
し
て
、
経
済
・
歴
史
・
哲

学
・
一
般
教
養
と
い
っ
た
科
目
を
中
心
と
し
た
教
養
教
育
を
行
う
大
学
が
構
想
さ
れ
た
。

大
学
用
地
の
取
得
や
設
置
資
金
の
確
保
は
―
―
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
―
―
困
難
を
極
め

た
が
、
東
武
鉄
道
が
大
学
用
と
し
て
売
地
と
し
て
い
た
沿
線
の
土
地
が
候
補
に
上
が
り
、
同

鉄
道
の
代
理
人
で
あ
る
湊
興
業
社
長
の
関せ
き

湊み
な
と

の
尽
力
も
あ
っ
て
設
置
の
運
び
と
な
り
、

一
九
六
四
年
獨
協
大
学
は
創
設
さ
れ
、
は
じ
め
は
外
国
語
学
部
に
ド
イ
ツ
語
学
科
と
英
語
学

科
が
、
経
済
学
部
に
経
済
学
科
の
み
が
設
置
さ
れ
た
（
い
ず
れ
の
学
科
も
入
学
定
員
一
〇
〇

名
）。も

と
も
と
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
は
後
に
加
え
る
構
想
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
程
度
の
学
生
数
が

な
い
と
大
学
の
安
定
的
な
経
営
が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
か
つ
て
の
専
修
科
の
記
憶
な
ど
も
影

響
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
一
九
六
七
年
に
外
国
語
学
部
に
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
（
入
学
定
員

一
〇
〇
名
）
が
増
設
さ
れ
る
と
と
も
に
法
学
部
が
法
律
学
科
一
学
科
（
同
二
〇
〇
名
）
で
発

足
し
た
。
な
お
、
英
語
学
科
の
入
学
定
員
は
翌
年
三
五
〇
名
に
変
更
さ
れ
る
。
法
学
部
設
置

に
つ
い
て
は
図
書
館
や
教
室
等
の
充
実
の
た
め
に
さ
ら
に
多
く
の
資
金
を
集
め
る
必
要
が

あ
っ
た
が
、関
や
関
家
か
ら
の
多
額
の
寄
付
も
あ
っ
て
よ
う
や
く
設
置
認
可
に
漕
ぎ
着
け
た
。

関
は
そ
の
後
、本
学
園
の
理
事
長
に
就
任
し
て
本
学
経
営
に
さ
ら
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

初
代
法
学
部
長
は
英
米
法
の
田
中
和
夫
で
、
一
橋
大
学
の
法
学
部
長
を
終
え
、
定
年
退
官

と
同
時
に
本
学
法
学
部
長
と
し
て
着
任
し
た
。
法
学
部
第
一
期
の
入
学
者
は
二
二
三
（
う
ち

Ｉ
類
五
三
、
Ⅱ
類
一
七
〇
）
名
、
二
つ
の
類
に
分
か
れ
、
Ｉ
類
は
専
門
的
な
法
律
知
識
を
駆



使
し
て
活
躍
す
る
人
物
を
養
成
し
、
Ⅱ
類
は
法
律
知
識
を
実
務
上
生
か
し
て
活
躍
す
る
人
物

を
養
成
す
る
コ
ー
ス
と
さ
れ
た
。
設
置
翌
年
の
一
九
六
八
年
の
専
任
教
員
は
、
一
二
名
で
、

担
当
は
、
憲
法
二
名
、
民
法
三
名
、
商
法
・
経
済
法
一
名
、
刑
法
二
名
、
国
際
法
一
名
、
外

国
法
一
名
、
法
制
史
一
名
、
政
治
学
一
名
の
構
成
で
あ
っ
た
。

同
一
九
六
八
年
に
は
法
学
部
の
紀
要
で
あ
る
本
誌
の
創
刊
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
大
学
運
営

も
安
定
す
る
か
に
見
え
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
の
一
九
六
九
年
に
は
、
外
国
人
非
常
勤
講

師
の
契
約
解
除
、
教
務
処
理
、
学
生
の
政
治
参
加
の
禁
止
等
を
め
ぐ
っ
て
、
本
学
も
大
学
紛

争
に
巻
き
込
ま
れ
、
種
々
の
セ
ク
ト
が
本
学
に
入
り
込
み
、
団
体
交
渉
の
場
と
し
て
学
生
集

会
が
連
日
行
わ
れ
る
事
態
と
な
る
。
そ
の
中
で
天
野
は
、
失
意
の
う
ち
に
学
長
を
辞
任
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
学
長
の
留
任
を
求
め
る
学
生
と
紛
争
拡
大
を
狙
う
学
生
と
の
対
立
が
一
時

激
化
す
る
が
、
大
学
の
暫
定
執
行
委
員
会
の
説
得
等
が
最
終
的
に
は
功
を
奏
し
平
常
授
業
の

再
開
に
至
り
、
学
長
代
行
を
選
任
し
て
混
乱
は
収
拾
に
向
か
っ
た
。

そ
の
後
、
社
会
の
要
求
に
応
え
、
教
育
研
究
を
拡
充
す
る
た
め
に
、
学
部
創
設
一
一
年
目

の
一
九
七
七
年
に
本
学
と
し
て
は
最
初
の
大
学
院
研
究
科
と
し
て
法
学
研
究
科
修
士
課
程
が

開
設
さ
れ
、
同
八
九
年
に
は
、
こ
れ
が
博
士
前
期
課
程
に
変
更
さ
れ
る
と
と
も
に
、
博
士
後

期
課
程
が
増
設
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
学
部
に
は
、
同
九
九
年
に
国
際
関
係
法
学
科
が
、

二
〇
〇
八
年
に
は
総
合
政
策
学
科
が
増
設
さ
れ
、
二
〇
一
八
年
五
月
一
日
（
文
部
科
学
省
が

行
う
学
校
基
本
調
査
の
基
準
日
）
現
在
で
は
、
在
籍
総
学
生
数
一
八
六
〇
（
う
ち
法
律
学
科

一
〇
八
八
、
国
際
関
係
法
学
科
三
九
九
、
総
合
政
策
学
科
三
七
三
）
名
、
教
員
三
六
（
同
じ



く
一
三
、一
一
、一
二
）
名
の
構
成
と
な
り
、
日
本
の
大
学
受
験
人
口
が
連
続
し
て
減
少
す
る

時
期
に
差
し
か
か
る
な
か
で
、
む
し
ろ
受
験
者
数
が
増
加
す
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ひ
と
り
法
学
部
現
任
教
員
の
努
力
の
結
果
で
は
な
く
、
前
記
開
学
前
後
の
困
難

の
克
服
や
、
新
設
大
学
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
卒
業
生
が
社
会
で
活
躍
し
て
く
れ
て
い
る
こ

と
、
二
〇
〇
七
年
の
天
野
貞
祐
記
念
館
完
成
に
始
ま
る
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
再
編
や

二
〇
一
七
年
に
東
武
鉄
道
の
最
寄
駅
で
あ
る
「
松
原
団
地
」
が
「
獨
協
大
学
前
〈
草
加
松
原
〉」

に
改
称
さ
れ
る
と
い
っ
た
要
因
に
多
く
依
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
先
人
の
努
力

と
労
苦
を
思
い
、そ
の
上
に
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
こ
う
し
た
資
産
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
に
寄
り
か
か
る
こ
と
な
く
、
油
断
せ
ず
に
今
後
の
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
、
教
育
・

研
究
が
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
本
学
部
及
び
大
学
院
法
学
研
究
科
並
び
に
本
学

が
進
ん
で
い
く
こ
と
を
願
い
、
法
学
部
創
設
五
〇
周
年
、
大
学
院
法
学
研
究
科
創
設
四
〇
周

年
の
記
念
の
辞
と
し
た
い
。

二
〇
一
八
年
四
月

法

学

部

長

法
学
研
究
科
委
員
長　

小
川　
　

健　
　

＊
あ
え
て
、
新
字
体
の
「
独
」
の
字
に
変
更
さ
れ
た
。


